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図１      紀伊半島から東海地方における深部低周波地震の時空間分布図。
（2024/07/20 00:00 - 2024/08/21 00:00 (JST)）
気象庁カタログによる。

（観測点）TYS: 豊田神殿 , NSZ: 西尾善明 ,  ANO, 津安濃 , ITA: 飯高松阪 ,
MYM: 紀北海山 , ICU: 熊野磯崎 , HGM: 田辺本宮 , KST: 串本津荷
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図2  紀伊半島における歪の時間変化
（2024/07/20 00:00 - 2024/08/21 00:00 (JST))
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図3  紀伊半島から東海地方における歪の時間変化
（2024/07/20 00:00 - 2024/08/21 00:00 (JST))
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図4  東海地方における歪の時間変化
（2024/07/20 00:00 - 2024/08/21 00:00 (JST))
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図5  紀伊半島における傾斜の時間変化
（2024/07/20 00:00 - 2024/08/21 00:00 (JST))
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図6  紀伊半島における傾斜の時間変化
（2024/07/20 00:00 - 2024/08/21 00:00 (JST))
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図7  東海地方における傾斜の時間変化
（2024/07/20 00:00 - 2024/08/21 00:00 (JST))
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(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図8  2024/08/07 - 08 の歪・傾斜変化（図2~7 [A]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を選
んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイベ
ントの推定断層面。
1: 2024/06/21-24AM (Mw5.4), 2: 2024/06/16PM-20 (Mw6.0), 3: 2024/05/30PM-06/01 (Mw5.7), 
4: 2024/01/04PM-06AM (Mw5.6), 5: 2024/01/03PM-04AM (Mw5.8), 6: 2024/01/02PM-03AM (Mw5.8), 
7: 2023/12/25-30 (Mw5.9)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。
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(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図9   2024/08/09 - 10の歪・傾斜変化（図2~7 [B]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を選
んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイベ
ントの推定断層面。
1: 2024/06/21-24AM (Mw5.4), 2: 2024/06/16PM-20 (Mw6.0), 3: 2024/05/30PM-06/01 (Mw5.7), 
4: 2024/01/04PM-06AM (Mw5.6), 5: 2024/01/03PM-04AM (Mw5.8), 6: 2024/01/02PM-03AM (Mw5.8), 
7: 2023/12/25-30 (Mw5.9)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。
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(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図10   2024/08/11-14AMの歪・傾斜変化（図2~7 [C]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を選
んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイベ
ントの推定断層面。
1: 2024/06/21-24AM (Mw5.4), 2: 2024/06/16PM-20 (Mw6.0), 3: 2024/05/30PM-06/01 (Mw5.7), 
4: 2024/01/04PM-06AM (Mw5.6), 5: 2024/01/03PM-04AM (Mw5.8), 6: 2024/01/02PM-03AM (Mw5.8), 
7: 2023/12/25-30 (Mw5.9)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。

○ 産総研の観測点
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(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図11  2024/08/14PM-16AMの歪・傾斜変化（図2~7 [D]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を選
んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイベ
ントの推定断層面。
1: 2024/06/21-24AM (Mw5.4), 2: 2024/06/16PM-20 (Mw6.0), 3: 2024/05/30PM-06/01 (Mw5.7), 
4: 2024/01/04PM-06AM (Mw5.6), 5: 2024/01/03PM-04AM (Mw5.8), 6: 2024/01/02PM-03AM (Mw5.8), 
7: 2023/12/25-30 (Mw5.9)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。

○ 産総研の観測点

○ 防災科研の観測点
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(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図12  2024/08/13 - 16 の歪・傾斜変化（図2~7 [E]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を選
んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイベ
ントの推定断層面。
1: 2024/06/21-24AM (Mw5.4), 2: 2024/06/16PM-20 (Mw6.0), 3: 2023/12/25-30 (Mw5.9)
4: 2023/09/30PM-10/02 (Mw5.7), 5: 2023/09/15-17 (Mw5.8)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。

[E] 2024/08/13-16

○ 気象庁・静岡県の観測点
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図13      四国地方における深部低周波地震の時空間分布図。
（2024/08/05 00:00 - 2024/08/28 00:00 (JST)）
気象庁カタログによる。

（観測点）UWA: 西予宇和 , TSS: 土佐清水松尾 ,  SSK, 須崎大谷 , MAT: 松山南江戸 ,
NHK: 新居浜黒島 , KOC: 高知五台山 , MUR: 室戸岬 , ANK: 阿南桑野
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図14  四国地方西部における歪・傾斜の時間変化
（2024/08/05 00:00 - 2024/08/28 00:00 (JST))
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(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図15  2024/08/21の歪・傾斜変化（図14 [A]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を選
んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイベ
ントの推定断層面。
1: 2023/12/05-06 (Mw6.0), 2: 2023/12/24-31AM (Mw6.0), 3: 2024/04/12-17AM (Mw5.9), 
4: 2024/06/21-27AM (Mw6.1), 5: 2024/07/04-06 (Mw5.8)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。

○ 産総研の観測点

○ 防災科研の観測点
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[A] 2024/08/21
(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図16  2024/08/22-23の歪・傾斜変化（図14 [B]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を選
んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイベ
ントの推定断層面。
1: 2023/12/05-06 (Mw6.0), 2: 2023/12/24-31AM (Mw6.0), 3: 2024/04/12-17AM (Mw5.9), 
4: 2024/06/21-27AM (Mw6.1), 5: 2024/07/04-06 (Mw5.8)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。

○ 産総研の観測点

○ 防災科研の観測点
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